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【 背 景 及 び 目 的 】

主 に管 内 農 場 は 、 乳 用 牛 約 頭 を 飼 養 す る 大 規 模 酪 農 場 で 、A 380
北 海 道 よ り 初 妊 牛 を 随 時 導 入 し 、 搾 乳 は 日 回 実 施 し て い る 。1 3
飼 養 形 態 は 、 乾 乳 期 及 び 泌 乳 期 に お け る 各 ス テ ー ジ 毎 の フ リ ー

バ ー ン に よ る 群 管 理 で 、 飼 料 は 等 を 不 断 給 餌 し て い る 。 こTMR
の た め 、 個 体 管 理 が 難 し く 、 周 産 期 疾 病 多 発 の 一 因 と な っ て い

る 。 そ こ で 、 こ の 飼 養 管 理 の 中 で 周 産 期 疾 病 の 低 減 を 図 る 取 り

組 み を 行 っ た の で 、 そ の 概 要 を 報 告 す る 。

【 方 法 及 び 結 果 】

平 成 年 月 か ら 月 に か け て 乾 乳 牛 頭 に つ い て 計 回 、 ボ28 6 9 95 5
デ ィ コ ン デ ィ シ ョ ン ス コ ア （ 以 下 ） 及 び 空 胎 日 数 、 分 娩 状 況 及BCS
び 周 産 期 の 疾 病 状 況 等 を 調 査 し 、 そ の 内 頭 に つ い て 血 液 検 査 を50

。 、 、行 っ た の 調 査 に つ い て は 乾 乳 期 前 半 と 後 半 に 各 回 実 施 しBCS 1
法 に よ り 判 定 を 行 っ た 。 血 液 検 査 に つ い て は 、 乾 乳 期 前 半 にUV １ ）

１ 回 、 時 間 を 定 め 採 血 し 、 ス ポ ッ ト ケ ム に よ る 生 化 学 的 検 査 （ 、Glu
T-Cho BUN GOT GGT Alb 1、 、 、 、 )及 び ヘ マ ト ク リ ッ ト 値 を 測 定 し た 。

～ 回 の 調 査 結 果 を 基 に 協 議 ・ 対 策 を 行 い 、 ～ 回 の 調 査 で 効 果3 4 5
を 検 証 し た 。

結 果 は 、 に つ い て 代 表 的 な も の を 図 に 示 し た が 、 乾 乳 期 とBCS 1
し て も 極 端 な 過 肥 と 判 断 さ れ る ≧ の 牛 か ら 、 乾 乳 期 と し て は 痩 せ4
て い る と 判 断 さ れ る ま で の 牛 が 見 ら れ 、 全 調 査 に お い て 、 乾 乳2.75
期 の 前 半 と 後 半 で に 極 端 な 変 化 は な く 維 持 さ れ て い た 。 周 産 期BCS

1 BCS 4 2.75疾 病 の 発 生 状 況 に つ い て は 回 目 の 調 査 群 に お い て ≧ と、 、

の 牛 で ケ ト ー シ ス が 頭 発 生 し 、 内 頭 で 第 四 胃 変 位 の 併 発 も 認 め3 2
1 2 BCS 4 3ら れ た 表 回 目 の 調 査 群 で は ≧ の 牛 で ケ ト ー シ ス が（ ）。 、

頭 発 生 、 内 頭 で 第 四 胃 変 位 の 併 発 が 認 め ら れ （ 表 、 回 目 の 調1 2 3）

査 群 に お い て も 、 ≧ の 牛 で ケ ト ー シ ス が 頭 発 生 し 、 内 頭BCS 4 3 1
で 第 四 胃 変 位 の 併 発 が 認 め ら れ た （ 表 。 ～ 回 ま で の 調 査 結 果3 1 3）

BCS BCS 4に つ い て 毎 に 空 胎 日 数 と 疾 病 率 を 比 較 し た と こ ろ 、 が ≧

及 び の 牛 に 周 産 期 疾 病 が 多 く み ら れ 、 空 胎 日 数 は 、 ≧ の2.75 BCS 4
牛 で 平 均 日 と 長 か っ た （ 表 。 血 液 検 査 に つ い て は 、 調 査 し た227 4）
全 て の 牛 群 で 及 び で 高 値 を 示 し 、 特 に の 牛 で はT-Cho GGT BCS2.75



、 が 高 い 傾 向 に あ り 、 は 低 値 を 示 し た （ 表 。T-Cho GGT Alb 5）
当 農 場 で は 、 当 所 の 他 に 開 業 獣 医 師 に よ る 診 療 、 繁 殖 検 診 や 農 場

コ ン サ ル タ ン ト に よ る 経 営 指 導 を 受 け て い る 。 そ こ で 、 今 回 の 結 果

に つ い て 、 当 所 を 含 め 者 で 協 議 を 行 い 、 早 急 に 疾 病 対 策 を 実 施 し3
た 。 ま ず 、 乾 乳 期 管 理 に お い て は 、 ≧ と の 牛 を そ れ ぞ れBCS 4 2.75
別 の 群 管 理 と し 管 理 マ ニ ュ ア ル を 追 加 し た 。 ま た 、 産 後 管 理 に お い

て も 、 こ れ ま で の も の に 加 え ≧ と の 牛 に 対 し て ケ ト ー シBCS 4 2.75
ス 予 防 の マ ニ ュ ア ル を 追 加 し 、 特 に ≧ の 牛 に は 脂 肪 肝 対 策 とBCS 4

6 4し て バ イ パ ス コ リ ン 製 剤 の 給 与 を 実 施 し た （ 表 。 対 策 実 施 後 の）

回 目 の 調 査 結 果 を 表 に 示 し た が 、 ケ ト ー シ ス 、 第 四 胃 変 位 の 発 生7
5 2 BCS 4は な く 、 回 目 の 調 査 群 で は ケ ト ー シ ス が 頭 見 ら れ た が 、 ≧

と の 牛 で は 認 め ら れ な か っ た （ 表 。 効 果 検 証 の た め 、 対 策2.75 8）
BCS 4 2.75前 後 に つ い て 比 較 し た と こ ろ 、 疾 病 率 に つ い て は 、 ≧ と

の 牛 で 周 産 期 の 疾 病 率 の 低 減 が み ら れ （ 表 、 血 液 検 査 に お い て9）
は 、 対 策 前 に の 牛 で 、 が 特 に 高 値 で は 低 値 を 示BCS2.75 T-Cho GGT Alb
し て い た が 、 対 策 実 施 後 が 稍 軽 減 さ れ た （ 表 。 そ の 他 の 項GGT 10）
目 は 、 全 調 査 を 通 じ て 正 常 範 囲 内 で あ っ た 。

【 ま と め 】

が ≧ と の 牛 で 周 産 期 疾 病 が 多 い こ と に つ い て は 、 栄 養BCS 4 2.75
状 態 が 大 き く 関 与 し て い る と 思 わ れ 、 そ れ ぞ れ に 対 し て 対 策 が 必 要

と 判 断 し 、 別 群 で の 管 理 や ケ ト ー シ ス 、 脂 肪 肝 対 策 の プ ロ グ ラ ム を

追 加 し た 。 が ≧ の 牛 で 空 胎 日 数 が 長 い こ と に つ い て は 、 群 管BCS 4
理 の 下 、 乳 期 が 長 く な り 乳 量 が 減 少 し て も 、 採 食 量 を コ ン ト ロ ー ル

出 来 な い こ と に よ り 生 じ る と 考 え ら れ た 。 そ こ で 、 繁 殖 検 診 を 行 っ

て い る 開 業 獣 医 師 と 再 度 意 見 交 換 を 行 い 、 空 胎 日 数 を 延 ば さ な い よ

う 、 よ り 積 極 的 な 繁 殖 検 診 を 行 う と 共 に 人 工 授 精 の 時 点 で 極 端 な 過

肥 ・ 削 瘦 牛 は 繁 殖 に 供 じ な い こ と と し た 。 肝 機 能 障 害 の 疑 い に つ い

て は 、 特 に 対 策 前 の 牛 で そ の 疑 い が 強 い 傾 向 に あ っ た が 、BCS2.75
別 の 群 管 理 に よ り 採 食 量 が 十 分 確 保 さ れ 、 分 娩 後 の 急 激 な エ ネ ル ギ

ー 動 員 に 対 応 で き た た め 肝 機 能 の 負 担 が 軽 減 さ れ た と 推 察 さ れ た 。

周 産 期 疾 病 の 対 策 と し て 、 乾 乳 期 に 極 端 な 過 肥 や 削 痩 の 牛 と な ら な

い よ う 、 人 工 授 精 の 時 点 で に よ り 選 定 し 、 ま た 、 仮 に そ の 様 なBCS
牛 が 乾 乳 期 を 迎 え た 場 合 に は 、 プ ロ グ ラ ム で 対 応 し て い く こ と と し

た 。 今 回 の 取 り 組 み を 機 会 に 、 農 場 、 開 業 獣 医 師 、 農 場 コ ン サ ル タ

ン ト 、 家 保 に よ る 協 議 組 織 を 編 成 し 、 連 携 ・ 情 報 共 有 を し て い く こ

と と な っ た 。 農 場 に は 、 周 産 期 疾 病 の 低 減 の 他 に も 、 飼 養 環 境 のA
、 、 、 。 、改 善 乳 房 炎 対 策 堆 肥 処 理 繁 殖 成 績 向 上 等 の 課 題 が あ る 現 在

取 り 組 み は じ め で あ る が 、 暑 熱 対 策 の た め 牛 舎 の 屋 根 を 高 く し 、 ま

た 、 コ ン ポ ス ト バ ー ン に 改 装 中 で あ る （ 図 。 こ れ ら の 課 題 は 互2）



い に 関 連 し て お り 、 個 々 に 取 り 組 む の で は な く 、 総 合 的 に 取 り 組 ん

で い く 必 要 が あ る 。 今 後 も 、 農 場 、 開 業 獣 医 師 、 農 場 コ ン サ ル タ ン

ト 、 家 保 の 連 携 を 推 進 し 、 よ り 効 果 的 な 取 り 組 み を 行 っ て い け る よ

う 、 努 力 し て い き た い 。

１ ） 相 原 ： 新 し い 牛 群 検 定 成 績 表 に つ い て （ そ の ） ‐ ボ デ ィ コ26
ン デ ィ シ ョ ン ス コ ア の 判 定 ‐ （ ）LIAJ News No.140


